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山形県看護連盟 会長 伊藤　加代子ごあいさつ
　　陽春の候、会員のみなさまにはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　　テレビのスイッチを入れるとまず目に入ってくるのが、ウクライナへのロシアの侵攻です。
日ごとに激しさを増しているのが見て取れます。私たち医療職として病院にミサイルが打ちこ
まれる、病院が攻撃されるなんてとても考えられないことが今、世界でおきています。どんな理
由があろうと絶対戦争はいけないこと、人を不幸にするだけです。一日も早い社会の安寧を願う
ばかりです。

　私たち看護職においても新型コロナウイルス感染症という未知なる病気への恐怖から今日までの2
年間、大変なご苦労を強いられてきました。長期化する中で多くのストレスを抱えながら懸命に業務に
専念くださっていることに、心から敬意と感謝を申し上げます。
　当連盟におきましては、ほとんどがハイブリッド形式の中、青年部主催のポリナビ「模擬投票を体
験しよう！！」や「笑顔3割増し」を目指しての集合セミナーは一定の評価を得ることができました。みな
さまのご理解やご支援を頂き活動できましたことに改めてお礼申し上げます。
　今年度は「成熟した組織」を目指し、力強い組織の創生・自律した組織活動の推進に力を入れ活動して
まいります。また、2月25日に開催されました2021年度日本看護連盟通常総会で、看護師・保健師・
弁護士の友納理緒氏が組織内候補予定者として決定致しました。私たちの代表を国政に送る大事な
選挙年です。私たちの「現場の声」をしっかり届けられるよう皆さんの大事な1票を投票行動につなげま
しょう！！
　さらに来る6月4日（土）令和4年度山形県通常総会を山形県看護協会会館にて開催いたします。総会
終了後、看護協会との合同研修会を予定しております。公益財団法人日本訪問看護財団理事長としてご活
躍されている清水嘉与子先生をお迎えし「看護の未来を切り拓く」というテーマでご講演いただきます。
　今年は連盟設立63年、元参議院議員としてまた、元日本看護連盟会長として手腕を発揮された
先生の講演をぜひお聞きください

　最後になりますが、会員皆様のご健康とご活躍をご祈念申し上げます。
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　総会は感染防止対策を十分に取ったうえでの開催となり、会場への参加代議員は 72 名でした。
山形県看護連盟からは会長 1 名参加、4 名が委任状を提出いたしました。
　2020 年度報告事項の後、第26回参議院選挙候補予定者として「とものう りお」氏が組織決定
されました。

2021 年度　日本看護連盟通常総会　代議員報告
山形県看護連盟会長　伊藤 加代子

月日

会場

参加者

2022 年 2月 25日（金）

ザ・プリンスパークタワー東京

代議員総数 573名（集合 72名、委任状 501名）
議長団 2名、都道府県看護連盟会長 2名、中央役員 12名
日本看護連盟顧問 3名

2月25日（金）　日本看護連盟の令和 2 年度の通常総会において

組織内候補予定者として、友納 理緒氏が決定！
看護師を目指したきっかけは？
17 歳、フィリピンで。
　高校時代にフィリピンの「マザーテレサの家」で、死を目前にした方々
がシスターのケアによりとても穏やかな表情をされていて、「看護」という
仕事に強く惹かれました。

　かつて 3 年間、衆議院議員の政策秘書を経験したときに、看護や医療に
かかわる法制度を議論する最終局面に、看護師がいないことにびっくり。
もっと看護師の力になりたくて、法律や制度自体を変えることができる「立
法」の世界に踏み出すことを決意しました。

Q2 看護師からなぜ弁護士に？
医療現場の課題にモヤモヤ。
　看護実習に出て、看護師の忙しさを知りました。でも、いくら忙しくて
も事故が起きたらその責任を問われる現実。そのときに「看護の味方」になっ
てくれる人はいるのかな？と考えたことがきっかけです。弁護士を目指し
司法試験勉強中も、看護の現場に立ち続けました。

Q3 弁護士として心がけていたことは？
看護の原点を忘れずに。

Q4 今、国会という新しいステージを目指すのはどうして？
法律や制度を変えて、看護師の力になりたいから。

　トラブルの解決策を検討し、対外的には代理人となることで、少しでも
看護師の負担を軽減できるようにと取り組んできました。

”医療・看護にかかわる弁護士”としてのこれまでの活動
医師・看護師が業務上過失致傷罪に問われた事例（刑事事件）において、
弁護士として活動。
転倒転落、誤嚥、注射による神経損傷など看護職がかかわる医療事故（民
事事件）において代理人として活動。
患者・家族からのハラスメント対応。
訪問看護ステーションなどで日々発生する法律問題の相談対応。
看護協会・看護連盟、その他病院などにおいて、看護記録、医療安全な
どの講義。

・

・

・
・
・

青年部だより

令和3年度　第2回青年部ブロック会議

ミニ研修　「18歳選挙権」のスライドより

第５回　青年部委員会開催（リモート）
令和４年３月６日（日）13:00 ～ 16:00
5 名の委員がそれぞれリモートで参加

令和４年３月６日（日）10:00 ～ 12:00
参加者　５名

　全国の青年部委員がリモートで繋がり、大島
敏子会長の挨拶、友納理緒組織内候補予定者
の「国会という新たなステージを目指すわけ」
についての話をお聞きしました。その後、
リモートでの質疑応答もあり、青年部委員と
して候補予定者の認知度アップの機会となり
ました。

１．令和３年度の活動評価と令和４年度
　　活動計画（案）について
２．令和４年度のポリナビについて
３．令和４年度の委員会体制について
４．機関紙について

「18歳選挙権」

内容

ミニ研修

組織内候補予定者の

友納　理緒　氏
とものう　　 りお

三友堂看護専門学校で出前講座を実施

令和４年３月４日（金）三友堂看護専門学校３年生
27名を対象に出前講座（リモート）を実施しました。

講座の内容

講座後の学生の感想

「青年部委員会の活動」
「選挙の基礎知識」

講師 佐藤　圭汰委員長

講師 髙梨　椋平副委員長

現場で働く若い看護師が、ワークショップなどを開催
し、働きやすい環境を整えるための活動を行っているこ
とを知った。
選挙の大切さを知った。今後の選挙には積極的に参加
したい。
本日の講座で、連盟や選挙について初めて知ること、
初めて理解することがあった。自分たちで変えていく
ことが大切。

●

●

●

少子高齢化とシルバーデモクラシー

　現代の日本は４人に１人が65歳以上という少
子高齢化社会です。さらに、世代別の投票率では
若年層になればなるほど低く、日本の政治は中高
年の意見ばかりが反映されてしまうという意味で
「シルバーデモクラシー」と揶揄されてきました。
　こうした中で、より若者の意見を政治に取り
入れるべきだという声が徐々に高まって来たの
です。

　18歳選挙権の大きなテーマは、それまでは「１つ
の答え」が存在する世界で勉強してきた若者たちが
「自分なりの選択」を迫られるということ
　私たちも政治や社会情勢に関心を持ち自分の意
見を発信し、様々な価値観を知り、話合っていく姿
勢が大切ではないか。まずは身近な家族から！

2022年～新たに導入される「公共」の授業
社会の問題に対し「自分はどう考え、どう行動す
るのか」を生徒自らアクティブに考えていこう！
ということ
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令和４年度 山形県看護連盟通常総会

プログラム

12:00

12:50 

13:00 

13:40

14:45

受付開始

オリエンテーション
        
開　　　会

   

議事開始

閉　　　会

日　時　令和４年６月４日（土）　13：00～14：45
場　所　山形県看護協会会館　３階　第１研修室

会長挨拶
日本看護連盟60周年記念表彰 
来賓祝辞
来賓紹介
祝電披露

総会成立宣言
議長団選出
議事録署名人選出
報告事項

審議事項

綱領宣言        
看護連盟歌斉唱

報告１　　令和３年度　山形県看護連盟通常総会報告
報告２　　令和３年度　日本看護連盟主催会議報告
報告３　　令和３年度　山形県看護連盟主催会議報告
報告４　　令和３年度　活動報告
報告５　　令和３年度　支部活動報告
報告６　　令和３年度　決算報告及び監査報告

第１号議案　令和４年度スローガン（案）
第２号議案　令和４年度活動計画（案）
第３号議案　令和４年度収支予算（案）
第 4号議案　山形県看護連盟規約一部改正（案）
第５号議案　選挙対策（案）
第６号議案　役員改選（案）

〈第 1 号議案〉 令和４年度 スローガン（案）

令和４年度 山形県看護連盟活動計画（案）

「届けよう看護の声を！　私たちの未来へ」
　昨年度の日本看護連盟通常総会において、第26回参議院選挙の組織内候補予定者が
決定しました。私たちは現場の声を届け、地位向上と働く環境改善の実現のために、
看護職の代表を国政の場に送るべく活動を強化していきます。

　山形県看護連盟は、日本看護連盟、山形県看護協会と連携して、上記に掲げる「届
けよう看護の声を！私たちの未来へ」のスローガンの実現を目指します。また、会員
一人ひとりが看護職として、自律してイキイキと働き続けられる環境づくりに参加で
きるよう努めます。
さらには、私たちの活動が県民の健康を増進し、元気で活力のある地域づくりに貢献
できるよう、成熟した力強い組織づくりを目指します。

〈第２号議案〉

山形県看護連盟
重点目標

１．組織内候補者の高得票確保
２．力強い組織の創成
３．自律した組織活動の推進
４．会員の政治意識の向上

目　　　標 活　　　動

Ⅰ 

政
治
力
・
政
策
実
現
力
の
強
化

Ⅱ 

組
織
の
拡
大
と
強
化

Ⅲ 

会
員
の 

福
祉
の
充
実

１　看護職国会議員の支援

２　看護政策の実現

１　会員拡大の推進

２　組織運営の強化

３　看護連盟活動の推進

４　支部活動の充実と活性化

５　青年部活動の推進

１　事務局の適正運営

２　福利厚生への対応

３　諸問題への対応

１）第 26回参議院選挙での組織内候補者の高得票確保
２）看護職の主権者意識と投票率向上
３）山形県看護協会との連携
４）北海道・東北ブロック総決起集会への参加
５）看護職国会議員の情報発信

１）令和４年度の目標会員数の設定と目標達成 950人
２）個人会員の支部会員としての位置づけ
３）未加入者の入会・退職者の入会継続の促進
４）「紅の会」会員の入会促進
５）学生会員の確保

１）山形県看護連盟規約に基づいた効率的な組織運営
２）財政等の健全化と適正化
３）日本看護連盟、北海道・東北ブロック協議会との
　　連携・協働

１）研修会、セミナーの実施・評価
２）広報活動の強化・充実

１）委員会活動の定着
２）山形県ポリナビの企画・実施
３）青年部委員のスキルアップ

１）会員登録を適正に管理
２）財政の適正な管理
３）職員の適正な管理

１）規約に基づき対応する

１）専門家と相談の上速やかに対応する
２）会員の安全対策

１）支部組織の強化と円滑な運営
２）支部活動の活性化と会員のモチベーションアップ

１）政策実現力の強化
２）　「現場の声」の把握と改善
３）山形県看護協会との連携
４）新型コロナウイルス感染対策の推進
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令和４年度 山形県看護連盟通常総会
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来賓祝辞
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総会成立宣言
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議事録署名人選出
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報告１　　令和３年度　山形県看護連盟通常総会報告
報告２　　令和３年度　日本看護連盟主催会議報告
報告３　　令和３年度　山形県看護連盟主催会議報告
報告４　　令和３年度　活動報告
報告５　　令和３年度　支部活動報告
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第１号議案　令和４年度スローガン（案）
第２号議案　令和４年度活動計画（案）
第３号議案　令和４年度収支予算（案）
第 4号議案　山形県看護連盟規約一部改正（案）
第５号議案　選挙対策（案）
第６号議案　役員改選（案）
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１）会員登録を適正に管理
２）財政の適正な管理
３）職員の適正な管理

１）規約に基づき対応する

１）専門家と相談の上速やかに対応する
２）会員の安全対策

１）支部組織の強化と円滑な運営
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〈第 3号議案〉 令和４年度 収支予算（案）

〈第 4号議案〉 山形県看護連盟規約の一部改正（案）

　日本看護連盟の総会において議決権を行使する代議員について、日本看護連盟規約、第 4章、代議員、
第 24 条に、「代議員は、都道府県看護連盟において正会員、特別会員の中から選出する。」代議員数は、
「毎年２月 20 日までに会費を納入した正会員および特別会員 400 人ごとに１人とし、それに各都道
府県役員３人を加えた員数とする。ただし、会員の端数200人を超えるときは１人追加することとする。」
と規定されている。
　代議員の員数は日本看護連盟の規約に則り決定するが、これまで、当看護連盟における代議員は、
会長が選出し役員会に諮っていた。
　このことから、今回、規約の一部改正を行い、代議員選出方法を規約に規定し明確にすることを
提案する。

記
【改正点】

第５章の役員会、第 25条に 7項として、下記の条文を追加する。
第５章　　役員会・三役会・合同役員会

（役員会）
第 25条
７ 　会長は、日本看護連盟の総会で議決権を行使する代議員について、正会員、

特別会員の中から選出し、役員会に諮って決定する。ただし、代議員が総
会に出席できない場合は、会長が委嘱補充をすることができる。

日　　時：

場　　所：

開催方法：

参 加 費：

参加申込：

令和4年6月4日（土）15：00 ～ 16：30
山形県看護協会会館 ３階 第１研修室
ハイブリット形式（ZOOM）
無料
5月23日（月）までに山形県看護協会へ

看護界の歴史を知り、看護専門職能団体としての活動を考えてみよう！

看護協会・看護連盟合同研修会
（兼山形県看護連盟看護管理者セミナー）

～協会と連盟の役割・軌跡・実績～

講 演

講 師

「看護の未来を切り拓く」

清水　嘉与子 氏
看護師・保健師
公益財団法人日本訪問看護財団　理事長
元参議院議員（三期）
　　1999年　国務大臣・環境庁長官
元日本看護連盟　会長
　・東京都出身　
　・東京大学医学部衛生看護学科卒業
　・関東逓信病院
　・東京大学医学部文部教官
　・厚生省保健係長、看護課長

著書：「私たちの法律・保健師助産師看護師法を学ぶ」
「看護・介護法令ハンドブック」他

投
票
依
頼

解散～公示日前日 投票日公示日～投開票前日
（選挙運動可能機関）

投票依頼はできない。
LINE・Twitter・Face-
book・ブログ 等で

「○○○○に 投 票 を」と
いう依頼は不可。

投票依頼をできる。
LINE・Twitter・Facebook・
ブログ 等で

例：「2枚目の投票用紙に
　 “○○○○”と書いてね」と
　 いう依頼は可能。

選挙活動は
できない。

告示前後にかかわらず、電子メールで特定の政党、候補者への投票呼びかけはできない

届けよう 看護の声を！ 
　　　　　私たちの未来へ

選挙応援
の

豆知識 ！

科　　目 予 算 額 摘　　　　要

目　　　標

【収入の部】 （単位：円）

1.  会　　費
2.  助 成 金
3. その他の収入
4.  繰 越 金

１. 活 動 費

２. 経常経費

３. 予 備 費

1) 組織活動費
2) 事　業　費

山看連・日看連通常総会　活動費　支部助成金等
セミナー　機関紙発行

電気、上下水道、ガス
備品、事務用品、コピー料
事務所賃貸料　通信費　リース料等

1) 人  件  費
2) 光 熱 水 費
3) 備品・消耗品費
4) 事 務 所 費

2,925,000
7,859,000

1,000
1,813,248

12,598,248

4,950,000
4,050,000

900,000
7,550,000
4,700,000

300,000
300,000

2,250,000
98,248

12,598,248

預金利子

収 入 合 計

収 入 合 計

【支出の部】

令和4年4月1日 ～ 令和5年3月31日

予 算 額 摘　　　　要
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〈第 3号議案〉 令和４年度 収支予算（案）

〈第 4号議案〉 山形県看護連盟規約の一部改正（案）

　日本看護連盟の総会において議決権を行使する代議員について、日本看護連盟規約、第 4章、代議員、
第 24 条に、「代議員は、都道府県看護連盟において正会員、特別会員の中から選出する。」代議員数は、
「毎年２月 20 日までに会費を納入した正会員および特別会員 400 人ごとに１人とし、それに各都道
府県役員３人を加えた員数とする。ただし、会員の端数200人を超えるときは１人追加することとする。」
と規定されている。
　代議員の員数は日本看護連盟の規約に則り決定するが、これまで、当看護連盟における代議員は、
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　このことから、今回、規約の一部改正を行い、代議員選出方法を規約に規定し明確にすることを
提案する。

記
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令和4年6月4日（土）15：00 ～ 16：30
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ハイブリット形式（ZOOM）
無料
5月23日（月）までに山形県看護協会へ

看護界の歴史を知り、看護専門職能団体としての活動を考えてみよう！

看護協会・看護連盟合同研修会
（兼山形県看護連盟看護管理者セミナー）

～協会と連盟の役割・軌跡・実績～

講 演

講 師

「看護の未来を切り拓く」

清水　嘉与子 氏
看護師・保健師
公益財団法人日本訪問看護財団　理事長
元参議院議員（三期）
　　1999年　国務大臣・環境庁長官
元日本看護連盟　会長
　・東京都出身　
　・東京大学医学部衛生看護学科卒業
　・関東逓信病院
　・東京大学医学部文部教官
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「看護・介護法令ハンドブック」他
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いう依頼は不可。
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例：「2枚目の投票用紙に
　 “○○○○”と書いてね」と
　 いう依頼は可能。
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できない。

告示前後にかかわらず、電子メールで特定の政党、候補者への投票呼びかけはできない
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2.  助 成 金
3. その他の収入
4.  繰 越 金

１. 活 動 費

２. 経常経費

３. 予 備 費

1) 組織活動費
2) 事　業　費

山看連・日看連通常総会　活動費　支部助成金等
セミナー　機関紙発行

電気、上下水道、ガス
備品、事務用品、コピー料
事務所賃貸料　通信費　リース料等

1) 人  件  費
2) 光 熱 水 費
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2,925,000
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1,813,248

12,598,248
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7,550,000
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2,250,000
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12,598,248

預金利子

収 入 合 計

収 入 合 計

【支出の部】

令和4年4月1日 ～ 令和5年3月31日

予 算 額 摘　　　　要

76



今後の予定

令和4年 5月19日（木）
5月27日（金）

新会員セミナー（基礎編）

令和4年 6月15日（木）
6月21日（火）

新会員セミナー（続基礎編）

令和4年 5月25日（水）令和4年度 日本看護連盟通常総会
（ザ・プリンスパークタワー東京）

令和4年 6月 4日（土）令和4年度 山形県看護連盟通常総会
（山形県看護協会会館）

令和4年 6月 4日（土）看護協会・看護連盟合同研修会

令和4年 6月25日（土）合同役員会
支部長オリエンテーション

会員
募集中

山形県看護連盟事務局
〒990-0023 山形市松波4丁目-1-39
TEL 023－633－8153

連絡先

正 会 員

紅の会会員

賛 助 会 員

学 生 会 員

会費

会費

会費

会費

8,000円

2,000円

1,000円

無料

http：//renmei-yamagata.jp/

アクセス
してね

2

「選挙に行こう！！」1
大切なあなたの1票を無駄にしないで
家族・友人・知人を誘って

「期日前投票50％目標！！」
私たちは変則勤務です。
期日前投票日を投票日ととらえ、
投票日を予備日ととらえ早めに
済ませましょう。

「候補者名を記入する」3
2枚目の用紙に候補者名を

（政党名でも可）

編集
後記 新型コロナウイルスによる未曾有の災禍に対し、

気を緩めることなく現場で働いている皆様には
本当に感謝申し上げます。お身体をご自愛ください

ますようお願いいたします。
　今年 7 月は大事な参議院選挙があります。現場で働く
医療職の声が国政に届くよう一緒に声をかけながら活動
していきましょう。

3つのお願い

8


